	単位操作-１２１
	タンクの水切り

（手動操作）
	作成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	 　　Ｈ2Ｓ等有毒ガスを含むタンクの水切りをする場合は、保護具装着等の安全対策を講じる。
　　水の性状が悪い場合は、廃水処理担当部署に連絡する。
(1) 必要に応じ水質を確認する。
(2) 含油ピットのレベルを確認する。
(3)
ア．操作中は現場を離れないこと
イ．１人で同時に、２ケ所以上の水切りを行わないこと。
ウ．ＬＰＧタンクの場合は必ず、タンク側バルブを全開し、先端バルブで調整する。

(4) 水尺による確認でも可。

(5) ドレン切りバルブがダブルの場合、バルブ間の内圧膨張防止対策（凍結）として、ドレンバルブ閉止時にタンク側バルブを先に閉め、ライン内のドレンを抜いてから先端バルブを閉める。





































































含油排水バルブを閉める





終了





タンクのレベル、温度及び数量の計測を行う





(8)





(7)





(6)





バルブの洩れがないことを確認する





(5)





水が出なくなったことを確認し、ドレンバルブを閉める





(4)





水と油の量を広口ビン等で確認し、ドレンバルブを調整する





(3)





タンクのドレンバルブを微開にする





(2)





含油排水バルブを開ける





(1)





タンクのレベル、温度及び数量の計測を行う





開始





























































































































